
 
高
齢
者
等
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

 

利
用
助
成
事
業

対
象
者

　
市
内
に
住
所
が
あ
り
在
宅
で
、
車

い
す
、
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
車
い
す
、

ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
を
利
用
し
な
け
れ

ば
外
出
が
困
難
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人

●�

寝
た
き
り
の
状
態
に
あ
る
65
歳
以

上
の
人

●�

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
２
級
ま

た
は
３
級
の
認
定
が
あ
り
、
下
肢

不
自
由
に
関
す
る
身
体
障
が
い
者

の
認
定
を
受
け
て
い
る
40
歳
以
上

の
人

利
用
券

●�

利
用
決
定
月
に
応
じ
た
枚
数
の
利

用
券
を
交
付
し
ま
す（
最
大
96
枚
）。

●�

利
用
券
１
枚
に
つ
き
１
、
0
0
0

円
を
助
成
し
ま
す
。
利
用
料
金
が

１
、
0
0
0
円
に
満
た
な
い
場
合

は
、
全
額
を
助
成
し
ま
す
。

●�

週
１
回
を
限
度
に
、
片
道
２
枚

（
助
成
上
限
２
、
0
0
0
円
）ま
で

使
用
で
き
ま
す
。
往
復
の
場
合
も

１
回
と
し
ま
す
。

●�

利
用
券
を
使
用
す
る
際
は
、
全
額

自
費
の
場
合
の
タ
ク
シ
ー
料
金
に

対
し
て
助
成
す
る
の
で
、
介
護
保

険
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

●�

旭
市
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事

業
の
利
用
券
と
の
併
用
は
で
き
ま

せ
ん
。

利
用
ま
で
の
流
れ

①�

高
齢
者
福
祉
課
の
窓
口
に
、
旭
市

高
齢
者
等
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
利

用
申
請
書
と
身
体
障
害
者
手
帳
の

写
し
を
提
出
す
る
。　
※
身
体
障

害
者
手
帳
の
写
し
は
、
持
っ
て
い

在
宅
の
高
齢
者
や
重
度
身
体
障
が
い
者
の
外
出
を
支
援
す
る
高
齢
者
等
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
、

令
和
4
年
度
ま
で
は
、
市
が
所
有
す
る
車
両
を
使
用
し
て
送
迎
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

令
和
5
年
度
か
ら
は
、
民
間
の
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
際
に
、

利
用
券
に
よ
る
タ
ク
シ
ー
料
金
の
助
成
へ
事
業
の
内
容
が
変
わ
り
ま
し
た
。

る
人
の
み
。

②�

利
用
決
定
の
場
合
は
、
利
用
券
と

タ
ク
シ
ー
指
定
業
者
一
覧
が
届
き

ま
す
。

③�

タ
ク
シ
ー
指
定
業
者
一
覧
か
ら
タ

ク
シ
ー
事
業
者
に
電
話
し
「
高
齢

者
等
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
タ

ク
シ
ー
利
用
券
」
を
利
用
す
る
こ

と
を
伝
え
た
上
で
予
約
す
る
。

④�

タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
た
ら
、
利
用
券

と
保
険
証
な
ど
本
人
確
認
書
類
を

運
転
手
に
渡
す
。

⑤�

利
用
券
の
助
成
額
を
超
え
た
タ
ク

シ
ー
料
金
を
運
転
手
に
支
払
う
。

※�

利
用
者
の
安
全
確
保
の
た
め
、
家

族
な
ど
の
同
乗
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
班
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　旭市地域生活支援拠点事業は、障がいのある人の高齢化
や重度化、親亡き後を見据えて、障がいのある人やその家
族が、住み慣れた地域で生活を続けられるよう支援するも
のです。
　家族の急な入院など、やむを得ない理由により、生活が
続けられなくなるといった「もしも」のときに備えて、事前
の利用者登録を検討してください。

事前登録対象者
　市内在住で次のいずれかに該当し、家族の不在などの理
由で、地域での生活ができなくなる恐れがある人や、緊急
時の生活に不安を持っている人。
◦�身体障害者手帳、療育手帳、精神保健福祉手帳を持って
いる
◦自立支援医療（精神通院医療）を利用している

◦指定難病などの療養をしている
◦療育が必要な児童・生徒
※�すでに障害福祉サービスを利用している人は、登録があ
るものと見なします。
緊急のときには
　｢もしも｣のことが起きたときには、コーディネーター
が一時的な受け入れ場所の調整や支援などをします。
緊急支援の後には
　障がいのある人が、個々の状況に合わせて、住み慣れた
地域での生活に戻るために必要な支援などができる体制づ
くりをします。

申し込み・問い合わせ先
社会福祉課障害福祉班（☎62-5351）
基幹相談支援センター海匝ネットワーク（☎60-2578）

「もしも」のときに備えて登録を
旭 市 地 域 生 活 支 援 拠 点 事 業

令
和
5
年
度
か
ら
事
業
の
内
容
が
変
わ
り
ま
し
た
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